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令和６年度おかやま学びたい賞には、小学校３５校から５５作品、中学校１７校から４２作品の応募がありました。

応募作品は、探究的な学習に取り組んだ学習の過程を振り返り、特に、受賞作品は、題材を自分事として捉え、自

己決定し、試行錯誤を繰り返すなど、児童生徒の「学びたい！」が溢れるすばらしい作品でした。

【小学校の部】

笠岡市立神島外小学校「防災学び隊」

【中学校の部】

玉野市立荘内中学校

「地域振興イベント『桜花祭』実行委員会」

【小学校の部】

井原市立井原小学校「いばらぁず」

高梁市立福地小学校「福地ＰＲ大作戦！」

美作市立大原小学校

「未来の大原を創る大原小庁」

浅口市立鴨方東小学校

「鴨方東小学校トレビスチーム」

和気町立本荘小学校「４Ａなんでも解決団」

和気町立本荘小学校「和衷協同」

美咲町立柵原学園「柵原自然災害防衛隊」

【小学校の部】

真庭市立樫邑小学校

「樫邑きらきらデザイナーズ」

矢掛町立山田小学校

「山田のチャ・チャ・チャ🍂」

【中学校の部】

津山市立中道中学校「チーム１年１組」

新見市立新見第一中学校「一中２号車」

【小学校の部】

井原市立県主小学校「KATU」

和気町立佐伯小学校「佐伯小学校５・６年」

【中学校の部】

赤磐市立磐梨中学校「自分の町を守り隊」

県立岡山操山中学校「pulupulu」

【中学校の部】

井原市立美星中学校「美星プロジェクト」

井原市立木之子中学校

「木之子中学校１年生」

井原市立芳井中学校

「Ｇo！芳井 ＃Na tu:re」

新見市立哲西中学校「哲西 Ｃreators」

新見市立哲西中学校

「ゆかいな１１人の孫たち」

赤磐市立高陽中学校

「ＳＭＡＮＹＳ（スマニーズ）」

赤磐市立磐梨中学校「米粉でＨappy」

最優秀賞・優秀賞作品やフォーラムの様
子は義務教育課ＨＰから見られます。

Ⓒ岡山県幼児教育センター
「もんちゃん」
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２月１４日（金）に行われた今年度のフォーラムは、３１校４３チームが１２グループに分かれて意見交流をし、各グループの
ファシリテートを倉敷古城池高校、高梁城南高校、勝山高校の高校生が担いました。探究的な学習に取り組んだ過程の中で
「うまくいかなかったな。」「困ったな。」「むずかしいな。」と感じたことについて意見交流をしました。地域や校種を超えた児童
生徒がオンラインで交流する（フィードバックし合う）ことで、新たな気付きや学びを得ることができました。

新しいことを知ることはなぜ必

要なのでしょうか。私は「よりよい
考え方・判断ができる」ようになる
ことが、勉強をする一番大きな意
味だと思っています。これからも、
「こうしたい！」 という思いをしっ
かりもちどんどん前に進んで欲し
いと思います。 中村 正芳

Ｑ：探究的な学習の中で「うまくいかない」ときに、
どのように解決していったのですか？

Ａ：先輩の姿を見ていたので、「ああなりたい!」
というイメージをもっていました。地域の方や
生徒会の仲間と相談して試行し、また相談して
試行するうちに乗り越えることができました。

Ａ：今までそうやって乗り越えた経験があるから、
桜花祭で「うまくいかない」ことがあっても、
やりがいをもって取り組むことができました。

Ｑ：今後はどのようなことに取り組みたいですか？

Ａ：高校でも、組織に所属して人の役に立つこと、例
えばボランティアなどにも挑戦してみたいです！

Ｑ：探究的な学習を進めてきた中で、
先生自身が変わられたことはありますか？

Ａ：総合的な学習だけではなく、他の教科でも探究
的な学びを意識して授業をするようになりまし
た。特に、子ども達に学びを委ねるようになり
ました。生活科では、先生が「ああしよう、こ
うしよう」というのではなく、子どもの願いか
ら学びが広がったり深まったりするよう、環境
を整えるようになりました。

Ｑ：先生が変わったきっかけも教えてください。

Ａ：子ども達が主体的に考えたり、行動したりする
ようになっていく姿を見たことです。

笠岡市立神島外小学校 玉野市立荘内中学校

想像以上にたくさんのチームが
参加していた。それぞれ色んなイ
ベントや取組を行っていて驚いた
し、見方も広がった。（中学生）

これから高校に進学するが、
フォーラムを通して情報の収
集の仕方やそれのまとめ方な
どを再度学ぶことができた。
（中学生）

他の地域のことも、もっと
知りたいです。違うから面白
いことが分かりました。（小
学生）

小中学生が「問題を解決し
たいという思い」をもって学
習に取り組んでいることが良
い。失敗した先で何をするか
が大切だと思う。失敗を恐れ
ずにチャレンジしていって欲
しい。（高校生）

来年度新しい挑戦をする時には、

「知識をもち、その知識をもちなが

ら行動し、さらに行動しながら知

識をさらに深め、また行動してい

く。」知ることと行うことを同時に

行っていきながら、新しいものを

生み出していってください！ 中山 芳一

夢育アドバイザー 教育長
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